
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【表の分析等】＊昨年度との比較から 

○評価の「３・４」を合わせた割合が９５％を超えた項目が５項目ありました。このうち、「学校

は元気な子を育てようとしている。」の項目では、昨年度より４％上昇し、９８％の高評価でした。 

学校運営協議会の方からも、以前より公園で遊んでいる子を多くみかけるようになったという声

がありました。 

○タブレット等の活用は、昨年度より肯定的な割合が４％上昇しました。 

○保護者の参加や協力に関する二つの項目は、肯定的な割合が増え、「３」が１０％以上伸びまし

た。 

●評価の「３・４」を合わせた割合が８０％に満たない項目が２項目ありました。学習習慣や基

礎・基本の定着は、昨年度の８１％から７０％へと１１％減少し、生活習慣についても、昨年度

から７％減少しました。朝学習や宿題を通して基礎学力の改善を図ります。生活習慣は、毎朝の

健康観察時の点検のみならず、児童が必要性を理解できるようにします。 

●学校の情報発信については、昨年度より９％減少しました。 

【自由記述】日々の教師の対応に感謝しているという意見の一方で、教師によって対応や指導に

違いがあるのではないかという御意見を頂戴しております。敷地内の雑草や細かいところの長年

の汚れについては改善が必要と考えております。校外学習の途中経過が知れたらよい、ICTはたく

さん利用してほしいといった御意見がありました。 

学校運営協議会・地域学校協働本部・地域の方からの評価  

・下校時に見守りで立っていると本当によく挨拶をしてくれる。 

・上の学年の子どもが下の学年の子どもにやさしくしている姿を見かける。 

・以前より公園で元気に遊ぶ子供たちの姿を多く見かけるようになった。外で元気に季節を感じ

健やかに育ってほしい。安心安全に過ごせるように見守りたい。 

・ＳＤＧｓカードゲームでは、子どもたちがよく考えていた。感想をしっかり言えたり書いたり

できていた。 

 

          

        

          


